
次世代の文化的資源活用
まちづくりシンポジウム

地域から生まれた景観
鹿 児 島 の 麓 集 落

嬉野市のまちづくりと
ブ ラ ン デ ィ ン グ

2017.07.17（ 月 ）13:30-15:30 @ 南 舟 津 公 民 館

Next Generation Cultural Resource Utilization Community Development Symposium

近年、地方創生などの観点から、地域の文化的資源を継承し活用することの意義が増している。
すなわち、地域固有の歴史的環境等の保全・再生が求められるとともに、現代社会の新しい価
値観も受け止める必要がある。単に観光に流されず、地域の雇用があり続けるサステイナブル
なまちづくりを目指さなければならない。その実現には、地域主体はもちろんのこと、新しいリー
ダーや専門家・行政等を含めた強い体制が求められるだろう。今回は、そうした歴史的環境の
保全活用等に関わるリーダーを招聘し、一般市民に公開したシンポジウムを行う。
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場所：南舟津公民館（佐賀県鹿島市浜町）

Place: Minami-funatsu Community Center
(Hama-machi, Kashima-city, Saga-pref.)

Asian Rim International Seminar 2017 related Symposium
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